
　
世
界
各
地
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
普
及
す
る
中
で
、
安
定
的
に
出
力
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
期
待
を
集
め

る
地
熱
発
電
。
地
熱
資
源
量
が
豊
富
と
さ
れ
る
日
本
で
も
多
数
の
開
発
案
件
が
動
き
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
地
熱
開
発
先
進
国
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
世
界
の
地
熱
開
発
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。
九
州
大
学
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研

究
所
の
木
村
誠
一
郎
氏
ら
に
解
説
し
て
も
ら
っ
た
。（イン

ドネシア）にてＵＮＵ―ＧＴＰ同窓生の集まり

アイスランドにおける地熱開発を通じた人材育成システム
木
村
　
誠
一
郎
九
州
大
学
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
研
究
所
・
学
術
研
究
員
長
谷
川
　
明
子
駐
日
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
大
使
館
・
商
務
官

３
０
年
超
に
わ
た
る
育
成
実
績
長
期
的
な
国
益
確
保
に

　　 ２０１３年 平成２５年 ９月３日 火曜日 【全面広告】 （ ）

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
は

北
大
西
洋
に
位
置
す
る
人
口

万
人
、
面
積

万
３
０
０

０
平
方

の
島
国
で
あ

る
。
主
な
産
業
は
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
製
錬
、
観
光
、
漁
業
で

あ
り
、
国
内
総
生
産

Ｇ
Ｄ

Ｐ

は
２
０
１
１
年
に
１
４

０
億
米

と
日
本
の
中
核
市

程
度
の
大
き
さ
で
あ
る
。
欧

州
最
大
の
氷
河
を
有
す
る
一

方
、
国
土
全
体
は
大
西
洋
の

中
央
を
走
る
海
嶺
上
に
あ

り
、
多
数
の
活
火
山
が
存
在

し
地
熱
資
源
に
恵
ま
れ
る
。

地
下
の
マ
グ
マ
に
よ
り
地
表

か
ら
比
較
的
浅
い
所
の
地
下

水
が
温
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
を

取
り
出
す
こ
と
で
地
熱
発
電

や
地
熱
暖
房
に
利
用
で
き

る
。再

生
エ
ネ
導
入

％

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
１
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
お
け
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
率

は
、

年
に
経
済
協
力
開
発

機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟

カ
国
中
最
も
高
い

％
と
な

っ
た
。
電
力
需
要
の
ほ
ぼ
全

て
は
水
力
と
地
熱
で
供
給
さ

れ
、
ま
た
暖
房
を
含
む
民

生
、
産
業
用
熱
の
ほ
と
ん
ど

が
地
熱
で
賄
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
地
熱
先
進
国

と
も
言
う
べ
き
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
は
、
自
国
内
の
開
発
に
留

ま
ら
ず
発
展
途
上
国
向
け
地

熱
開
発
人
材
育
成
を
過
去

年
以
上
に
わ
た
り
行
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
世
界
の
地

熱
開
発
に
関
す
る
情
報
や
人

材
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
か
ら
発

信
さ
れ
る
に
至
り
、
地
熱
開

発
に
お
け
る
世
界
的
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
一
翼
を
担
う

ま
で
に
発
展
し
た
。

　
そ
も
そ
も
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

に
お
け
る
地
熱
開
発
人
材
育

成
は
、
国
連
大
学
に
よ
る
発

展
途
上
国
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政

府
提
案
の
も
と
１
９
７
９
年

に
６
カ
月
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｕ
Ｎ
Ｕ
―

Ｇ
Ｔ
Ｐ

と
し
て
開
始
。

年
よ
り
修
士
、

年
に
博
士

課
程
が
追
加
さ
れ
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
に
は
地

質
調
査
、
孔
井
地
質
学
、
地

球
物
理
探
査
、
孔
井
地
球
物

理
学
、
地
熱
貯
留
層
工
学
、

熱
流
体
化
学
、
環
境
科
学
、

地
熱
利
用
、
掘
削
技
術
の
九

つ
の
専
門
コ
ー
ス
が
準
備
さ

れ
て
い
る
。
専
門
性
を
さ
ら

に
深
め
た
い
場
合
は
修
士
や

博
士
課
程
に
進
み
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
大
学
よ
り
学
位
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
こ

れ
ま
で
の
参
加
人
数
は

カ

国
５
１
５
人
で
あ
り
、
こ
の

う
ち

人
が
女
性
で
あ
る
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
特
徴

の
一
つ
は
、
参
加
者
の
募
集

方
法
で
あ
る
。
方
法
に
は
大

別
し
て
二
つ
あ
り
、
一
つ
は

地
熱
資
源
を
持
つ
国
の
関
連

機
関
の
推
薦
、
そ
し
て
も
う

一
つ
が
地
熱
資
源
国
で
の
短

期
研
修
コ
ー
ス
を
通
じ
た
リ

ク
ル
ー
ト
で
あ
る
。
前
者
の

場
合
、
各
国
の
地
熱
関
連
機

関
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
の
研

修
に
参
加
す
る
こ
と
が
有
益

だ
と
判
断
す
る
人
物
を
選

び
、
そ
の
上
で
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ

Ｔ
Ｐ
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
面
接

を
経
て
入
学
許
可
さ
れ
る
。

各
国
で
短
期
研
修

　
一
方
、
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ

は

年
の
ケ
ニ
ア
を
皮
切
り

に
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
中
国

で
数
週
間
の
短
期
研
修
コ
ー

ス
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
こ

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
研

修
生
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
研

修
へ
の
面
接
に
進
む
こ
と
が

許
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
参

加
者
の
出
身
国
上
位
は
、
中

国

人
、
ケ
ニ
ア

人
、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル

人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン

人
、
エ
チ
オ
ピ
ア

人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人

と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
運
営

は
現
在
、
主
に
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
政
府
の
予
算
で
行
わ
れ
て

い
る
。
当
初
は
国
連
大
学
本

部
が

％
の
費
用
分
担
を
し

て
い
た
が
そ
の
割
合
は
徐
々

に
低
下
。
こ
こ
数
年
ほ
と
ん

ど
ゼ
ロ
近
く
と
な
っ
た
。
近

年
、
入
学
希
望
者
は
徐
々
に

増
加
傾
向
に
あ
り
、
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
政
府
は

年
の
経
済

危
機
以
降
、
研
修
生
の
出
身

国
が
負
担
す
る
制
度
を
導

入
。
そ
れ
に
よ
り

年
以

降
、
参
加
者
が
増
加
に
転
じ

て
い
る
。
な
お

年
の
参
加

者
の
う
ち
出
身
国
援
助
は

人
中

人
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
講
師
が
研

究
機
関
、
企
業
、
大
学
、
そ

し
て
経
験
豊
富
な
個
人
か
ら

構
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

元
国
有
の
研
究
機
関
で
世
界

各
国
の
地
熱
調
査
を
手
が
け

る
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ジ
オ
サ
ー

ベ
イ
は
講
師
の
３
分
の
２
を

派
遣
、
他
に
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

大
学
、
レ
イ
キ
ャ
ビ
ク
大
学

や
、
マ
ニ
ビ
ッ
ト
、
ベ
ル
ク

イ
ス
な
ど
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
か

ら
も
数
名
ず
つ
派
遣
さ
れ
て

い
る
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
の
参
加

者
は
研
修
に
際
し
テ
ー
マ
設

定
を
行
う
が
、
そ
れ
ら
が
出

身
国
の
地
熱
開
発
に
お
け
る

現
在
進
行
中
の
課
題
の
場
合

も
多
く
、
講
師
と
一
緒
に
解

決
案
を
考
え
て
い
く
。
こ
の

過
程
が
人
間
関
係
を
構
築

し
、
ひ
い
て
は
出
身
国
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
企
業
と
の
関
係
を
深
く
し

て
い
る
。
帰
国
後
も
相
談
や

案
件
情
報
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド

企
業
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
の

結
果
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
地

熱
関
連
企
業
が
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ

Ｔ
Ｐ
参
加
者
出
身
国
の
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
与
し
始

め
る
こ
と
に
な
る
。

　
例
え
ば
ケ
ニ
ア
の
オ
ル
カ

リ
ア
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ジ
オ
サ

ー
ベ
イ
、
マ
ニ
ビ
ッ
ト
な
ど

が
関
与
し
て
い
る
が
、
ケ
ニ

ア
の
電
力
公
社
「
Ｋ
ｅ
ｎ
Ｇ

ｅ
ｎ
」
や
ケ
ニ
ア
地
熱
開
発

国
策
会
社
「
Ｇ
ｅ
ｏ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
ｍ
ａ
ｌ
　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ

ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ

ｎ
ｙ
」
の
主
要
職
に
Ｕ
Ｎ
Ｕ

―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
出
身
者
が
多
い
こ

と
は
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与

え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―

Ｇ
Ｔ
Ｐ
は
、
地
熱
資
源
保
有

国
で
開
発
に
携
わ
る
人
材
育

成
の
側
面
を
持
ち
つ
つ
、
長

期
的
に
は
現
地
で
の
地
熱
開

発
の
発
展
と
、
そ
れ
に
付
随

し
て
、
地
熱
関
連
ビ
ジ
ネ
ス

を
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
企
業
に
も

た
ら
し
て
い
る
。

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
以
外
に
お

け
る
同
等
規
模
の
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
れ
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
日

本
、
イ
タ
リ
ア
で
も
実
施
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
除
き

終
了
し
た
。
日
本
で
は

年

に
国
際
連
合
の
要
請
を
受
け

国
際
協
力
機
構

Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ

と
九
州
大
学
と
が
共
同

で
研
修
コ
ー
ス
を
開
始
し
累

計
４
０
０
人
弱
の
人
材
を
受

け
入
れ
て
き
た
が
、
政
府
開

発
援
助

Ｏ
Ｄ
Ａ

予
算
削

減
の
影
響
に
よ
り

年
を
も

っ
て
廃
止
に
至
っ
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
貢
献

　
今
後
世
界
の
地
熱
開
発
が

加
速
す
る
と
み
ら
れ
る
中
、

日
本
に
お
い
て
地
熱
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
修
了
し
た

影
響
は
、
発
展
途
上
国
に
お

け
る
地
熱
開
発
に
日
本
企
業

が
関
与
し
に
く
く
な
る
な
ど

の
形
で
徐
々
に
現
れ
て
く
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
日

本
の
地
熱
研
修
コ
ー
ス
修
了

生
で
、
第
一
線
で
活
躍
す
る

技
術
者
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
熱
分
野
に
お
け
る

日
本
と
各
国
と
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
弱
ま
り
、
案
件

獲
得
や
条
件
交
渉
に
お
い
て

不
利
に
な
る
可
能
性
が
否
定

で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
Ｕ
Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ

Ｐ
出
身
者
は
世
界
各
国
の
地

熱
開
発
に
お
い
て
ま
す
ま
す

存
在
感
を
増
し
て
く
る
と
思

わ
れ
る
。

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
政
府
は
Ｕ

Ｎ
Ｕ
―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
を
開
始
す
る

当
初
か
ら
、
現
在
の
よ
う
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
考
慮
し

た
シ
ス
テ
ム
構
築
を
狙
っ
て

い
た
訳
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
現
在
の
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
地
熱
関
連
企
業

の
海
外
展
開
状
況
、
例
え
ば

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ジ
オ
サ
ー
ベ

イ
の
海
外
売
上
比
率

％
、

売
上
高
４
億
６
６
０
０
万
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
・
ク
ロ
ー
ナ

日
本
円
で
約
４
億
円

を

考
慮
す
る
と
、
政
府
に
よ
る

毎
年
の
拠
出
費
用
約
２
億
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
・
ク
ロ
ー
ナ

同
１
・
５
億
円

は
途
上

国
援
助
の
意
味
だ
け
で
は
な

く
、
自
国
産
業
の
維
持
・
発

展
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

　
わ
が
国
で
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
の
導
入
以
降
、
地
熱
開

発
が
活
発
に
な
っ
て
お
り
、

ま
さ
に
地
熱
に
関
す
る
人
材

育
成
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
長
期
的
な
国
益

確
保
と
世
界
貢
献
を
考
慮
し

た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
日
本
の
地
熱
開
発
ビ
ジ

ネ
ス
の
発
展
に
必
要
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。


